
○地域包括ケア「見える化」システムとは
　都道府県・市町村における介護保険事業（支援）計画等の策定・実行を総合的に

支援するための情報システムです。

介護保険に関連する情報をはじめ、地域包括ケアシステムの構築に関する様々な情

報が本システムに一元化され、かつグラフ等を用いた見やすい形で提供されています。

地域包括ケア「見える化」システムの主な目的は、以下のとおりです。

・地域間比較等による現状分析から、自治体の課題抽出をより容易とする

・同様の課題を抱える自治体の取組事例等を参照することで、各自治体に適した施

　策を検討しやすくする

・都道府県・市町村間の関係者全体が一元化された情報を閲覧可能となることで関

　係者間の課題意識や互いの検討状況を共有することができ、自治体間・関係部署

   間の連携が容易になる

令和３年９月
夕張市

夕張市介護保険事業の現状分析

（概要版）

地域包括ケア「見える化」システムを活用した

　本分析は、国が示した地域包括ケア「見える化」システムで公表して

いる現状分析を活用して、夕張市における介護保険事業について、全国

・全道の各種数値と比較しながら、現状と課題等を分析したものです。



１　人口等の動向

　平成25年3月に国立社会保障・人口問題研究所が公表した「日本の地域別将来推計人口」に

よると、2025年の夕張市の人口は6,707人、2040年には3,883人と推計されている。

　高齢化率は今後も上昇する推計となっているが、第１号被保険者数は減少傾向となっている。

　また、2015年10月時点において夕張市の高齢化率は北海道内で一番高く、全国でも28番目

の高さとなっている。

2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

人口 （人) 14,791 13,001 10,922 8,843 7,929 6,707 5,613 4,675 3,883

15歳未満 （人) 1,320 1,022 719 500 422 325 255 205 173

15歳～40歳未満 （人) 2,659 2,285 1,740 1,282 1,004 848 739 607 451

40歳～65歳未満 （人) 5,843 4,534 3,677 2,763 2,334 1,976 1,633 1,327 1,081

65歳～75歳未満 （人) 3,060 2,776 2,175 1,769 1,612 1,190 850 765 721

75歳以上 （人) 1,909 2,384 2,611 2,527 2,557 2,368 2,136 1,771 1,457

生産年齢人口 （人) 8,502 6,819 5,417 4,045 3,338 2,824 2,372 1,934 1,532

高齢者人口 （人) 4,969 5,160 4,786 4,296 4,169 3,558 2,986 2,536 2,178

生産年齢人口割合 （%） 57.5 52.4 49.6 45.7 42.1 42.1 42.3 41.4 39.5

（%） 33.6 39.7 43.8 48.6 52.6 53.0 53.2 54.2 56.1

（%） 18.2 21.4 24.7 29.0 32.8 34.6 36.3 38.1 40.7

（%） 17.3 20.1 22.8 26.3 29.1 30.3 31.6 33.4 36.1

高齢化率

高齢化率（北海道）

高齢化率（全国）

（出典）2000年～2015年まで：総務省「国勢調査」

　　　　2020年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25（2013）年3月推計）
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２　高齢化率（全国・全道との比較）

　令和２年の高齢化率は、全国平均より23.3ポイント、全道平均より19.7ポイント高く

なっている。

３　高齢化率年次（全国・全道との比較）

　平成12年から令和２年までの間の本市における高齢化率の推移については、毎年1ポイント

程度の上昇が続き、令和２年における平成12年との比較においては、全国平均が11.6ポイン

トの増、全道平均が14.3ポイントの増であるところ、本市は18.6ポイントの増となっている。
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４　認定率（全国・全道との比較）

　令和２年の認定率は、全国平均より8.9ポイント、全道平均より7.4ポイント高く

なっている。

５　認定率年次（全国・全道との比較）

　平成18年から令和２年の認定化率の推移については、全国平均が2.7ポイントの増、

全道平均が3.7ポイントの増であるのに対し、本市は11.3ポイントの増となっている。
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６　受給率（居住系）（全国・全道との比較）

　令和２年の受給率（居住系）は、全国平均より0.9ポイント、全道平均より0.3ポイント

高くなっている。

７　受給率（居住系）年次（全国・全道との比較）

　平成26年から令和２年の受給率（居住系）の推移については、全国平均及び全道平均が

0.1ポイントの増に対し、本市は1.0ポイントの増となっている。
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８　受給率（在宅系）（全国・全道との比較）

　令和２年の受給率（在宅系）は、全国平均より1.7ポイント、全道平均より2.4ポイント

高くなっている。

９　受給率年次（在宅系）（全国・全道との比較）

　平成26年から令和２年の受給率（在宅系）の推移については、全国平均は0.5ポイント減、

全道平均は0.7ポイントの減であるのに対し、本市は0.4ポイントの減となっている。
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10　受給率（施設系）（全国・全道との比較）

　令和２年の受給率（施設系）は、全国平均より2.8ポイント高く及び全道平均より2.9ポイ

ント高くなっている。

11　受給率年次（施設系）（全国・全道との比較）

　平成26年から令和２年の受給率（施設系）の推移については、全国平均が0.1ポイントの増、

全道平均が0.1ポイントとの減であるのに対し、本市は0.7ポイントの増となっている。
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12　第1号被保険者1人あたり給付月額（主なサービス）

　令和２年の第1号被保険者1人あたり給付月額は、介護老人保健施設と介護老人福祉施設に

おいて、全国及び北海道の値を大きく上回っている。

13　第1号被保険者1人あたり給付月額（要介護度別）

　第1号被保険者1人あたり給付月額は、平成18年から増加を続けるとともに、全国及び

北海道の数値を大きく上回っている。

受給者数（人）
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14　高齢者独居世帯数の割合 （出典：総務省「国勢調査」）

　平成12年から平成27年の高齢者独居世帯の割合の推移については、全国平均が4.6ポイ

ントの増、全道平均が5.7ポイントの増であるのに対し、本市は10.0ポイントの増となっ

ている。

15　高齢者夫婦世帯数の割合 （出典：総務省「国勢調査」）

　平成12年から平成27年の高齢者夫婦世帯の割合の推移については、全国平均が3.8ポイン

ト増、全道平均が4.1ポイントの増であるのに対し、本市は3.6ポイントの増となっている。
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16　後期高齢者の割合

　平成12年から令和２年の後期高齢者の割合の推移については、全国平均が10.8ポイ

ント増、全道平均が11.1ポイントの増であるのに対し、本市は21.4ポイントの増となって

いる。

17　夕張市の特徴

　本市は、人口及び第１号被保険者数が減少している中であって、高齢化率は上昇を続け、

これに伴い要介護等認定者数及び受給者数も微減傾向となっても認定率及び受給率は増加

している。

　居住系サービスの受給率は横ばいだが、在宅サービス、施設サービスにおいては増加

し、第1号被保険者1人あたりの給付月額は全国及び北海道の数値を大きく上回っている。

18　要因

　上記１7の要因としては、高齢化率の高さに加え、高齢者の独居世帯及び高齢者夫婦の

みの世帯も全国平均や全道平均を上回っており、いわゆる「老老介護」の状態に置かれて

いることなどから、家庭内だけで要介護者を支えきれない実態にあると思われる。

　また、後期高齢者率の高さが全国平均や全道平均を上回っていることも、認定率及び受

給率を押し上げている要因のひとつと考えられる。

19　今後の対応について

　以上の分析から、今後さらに介護サービスに対する需要は増していくものと考えられる

ため、市内での介護サービス提供の体制を維持するとともに、高齢者が住み慣れた地域や

環境で暮らしていけるような体制を整えながら、重度化防止のための介護予防事業の取組

強化や予防のための啓発を進めていきたい。
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